
28.4.1
レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ レベルⅣ

到達目標
□上司に相談しながら基本的な治療業
務（評価～治療まで）が実践できる

□単独で基本的な治療業務が実践でき
る

□多職種やご家族などと連携しながら
導き出したプランをもとに治療業務を実
践できる

□患者治療だけでなく、部署内における
各指針・方針を理解し、リハビリテーショ
ン科の運営に積極的に参加できる

リハビリテーション
実践能力

□指導のもとで、患者の評価・治療・記
録ができる。

□単独で患者の評価・治療・記録ができ
るとともに、それらを上司に報告できる。

□単独で患者の評価・治療・記録ができ
るとともに、他職種とも連携し患者ごと
に最善のリハビリテーションを提供でき
る。

□多角的な視点をもって客観性・論理
性のある治療を実践できる。
□後輩スタッフの治療に助言・修正指導
できる

リスク管理

□医療安全・感染対策マニュアルを理
解できる。
□患者の急変時に即座に報告し、指示
のもとで対応できる。

□医療安全・感染対策マニュアルを理
解している。
□患者の急変時に即座に報告し、認め
られた範囲で対応できる。

□医療安全・感染対策マニュアルを理
解し、後輩に指導できる。

□医療安全・感染対策マニュアルを理
解し、必要に応じてそれらを修正・改善
できる。

組織的役割遂行
能力

□リハビリテーション科内の役割・業務
システムが理解できる。
□社会人として常識的な行動がとれ、
相互に尊重した人間関係を築ける。

□リハビリテーション科内の役割を理解
し行動できる。
□他職種に積極的に意見を求めること
ができる。
□新人・学生教育（ＣＶ）を担当できる。

□リハビリテーション科内の役割を理解
し行動するだけでなく、他職種や他部署
に対し積極的に意見交換することがで
きる。
□新人・学生教育（ＳＶ）を担当できる。

□部署内で問題が発生した場合に、積
極的に解決の方向へ行動できる。
□各スタッフを総合的に指導できる。

自己教育能力

□部署の目標を理解し行動することが
できる。
□臨床における疑問をその都度指導者
に質問できる。

□部署の目標を理解するとともに、組織
の一員として行動することができる。
□臨床における疑問を自ら調べ概ね解
決できる。

□リハビリテーション職としての知識や
技術を深め、専門性を身につける。
□院内研修における指導的役割を担え
る。

□リハビリテーション職としての専門性
だけでなく、医療職して必要な知識や技
術を身につける。
□院内研修における指導の中心的役
割を担える。

院外活動

□県士会活動(新人教育プログラム含
む）に積極的に参加する。
□各種研修会に参加し、指導の下で伝
達講習を手伝える。

□県士会活動に積極的に参加する。
□新人教育プログラムを終了できる。
□各種研修会に参加し、指導の下で伝
達講習ができる。

□各種研修会に参加し、伝達講習がで
きる。
□認定理学療法士・作業療法士取得の
ための努力ができる。

□専門職として様々な関わりの中で地
域に貢献できる。
□認定理学療法士・作業療法士を取得
できる。

※　上記の内容はあくまで臨床経験の中での指標となるものであり、随時フィードバック等を行いながら進めていきます。
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